◇　次の物語「とんがり岩と私」を読んで、あとの問いに答えなさい。
　私が魚釣りを始めたのは、小学校に入ったころだった。初めは、友だち二～三人で、近くの漁港で釣っていたが、そのうち、より大きなえものをもとめて、岩場に入るようになった。
　漁船に乗った父は、岩場で釣り始めた私に、沖からよく手をふってくれた。家でも、流しにならべた魚を指さしながら、釣り上げるまでの苦労を父に語って聞かせていた。聞き終えた父は、最後に「とんがり岩には気をつけるんだぞ。」と言うのが口ぐせだった。

　とんがり岩は、村はずれの岩場のとったんに、海面から五～六メートルほど三角形に突き出た岩であり、小さな漁村のシンボルだった。その岩は遠くからでも見えるため、昔からとう台の代わりになっていたのだという。父の話では、とんがり岩のまわりは、潮の満ち引きが大きく、魚釣りに熱中した人が、これまで何人も波にさらわれたらしい。父の漁船に乗せてもらって、とんがり岩の近くの岩場を見下ろすと、きれいな海の中に、黒い魚影がギラッと光って見える。かなり大きな魚が住み着いているのは明らかだった。
　小学校高学年にもなると、体もずいぶん大きくなり、岩場から岩場へとびうつるのもへっちゃらであった。「もうとんがり岩に行っても大丈夫だ。」と、母に話すようになっていた。
　夏も終わりに近づいたある日、とんがり岩の手前の岩場で、一人、釣りを始めた。潮が引いているときで、岩から岩へとびうつりながら、岩場のすきまに釣り糸をたれた。持ってきたバケツにえものはなく、魚影を追うのに夢中になった私は、いつの間にか、とんがり岩へと近づいていた。
「けんいち！　はなれろ！」

　急に、沖から大きなどなり声が聞こえた。…父の声だ。海の中を見つめていた目を沖へ向けると、鬼のような顔の父が、漁船の上で腕をぶん回している。

　遠目にぼんやりと父のすがたをみとめたそのとき、あしの半分に、音もなく波がまとわりついてきた。そして次のしゅん間、波は、おそろしいほどの力で、私を海中に引きこもうとした。釣りざおもバケツも放り投げた私は、手さぐりで足元の岩場をわしづかみにして、歯を食いしばってその場にとどまった。引いた波は仕切り直して、なおも私のせなかを乗りこえて押しよせる。いくどとなく押しよせる波に、気が遠くなりかけたとき、ふと、目の前がひらけて、おぼろげながら父のすがたが見えた。
「今だ！　はなれろ！」

　言葉をたよりに、身軽になった私は大急ぎで岩場から離れた。四つんばいで動いたのは、腰を抜かしていたからかもしれない。必死の思いで岩場を逃れた私は、おそるおそる振り返ってみた。遠くには、沖の漁船から心配そうに私を見つめ、何度もうなずく父がいた。

　家に帰った私を、父は叱らなかった。ただ、私の背中を、大きく太い手で二～三度、力強くさすった。
生き物のような海の存在に魂を揺さぶられた私は、「あんなにおそろしい思いはもうしたくない。父に心配をかけて悪かった。」と母に話しながら、夕食を早々にすませ、床に入ったと記憶している。その夜に見た夢は覚えていないが、夜に何度か泣き出した私を見て心配したと、後々、母は言っていた。
この日以来、私は、とんがり岩の近くで釣りをすることはなかった。
たしかめ問題　三年生用

　　　　　　　（　　）年（　　）組　（　　）番　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
◇　「とんがり岩と私」を読んで、「自分の心にのこったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひょうげん),表現)」と「そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひょうげん),表現)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(えら),選)んだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(りゆう),理由)」を友だち

　 にしょうかいする学習をします。
　   次の表に自分の考えをまとめましょう。字数のきまりはありません。

　　　　　　　心にのこったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ひょうげん),表現)　　　　　　　　　　　　そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ひょうげん),表現)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(えら),選)んだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(りゆう),理由)
　　　　　     　　　　　　　　　　
　　　



三年生用（正答例・採点要領）
【正答例】

　　　　　     心にのこったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ひょうげん),表現)　　　　　　　　　　そのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(ひょうげん),表現)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(えら),選)んだEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(りゆう),理由)
　　　・家に帰った私を、父はしからなかった。　　・私は、けんいちがしかられると思っていたけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど、父はしからなかったので優しいなあと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えたから。

　　　・おにのような顔の父が、漁船の上でうでを　・けんいちを助けようという父の気持ちを強く

　　　　ぶん回している。　　　　　　　　　　　　　　　　感じたから。

【正答の条件】

　・字数の制限なし。

　・選ぶ表現の数も制限なし。（ひとつでも良い。）

　・心にのこった表現とその表現を選んだ理由（自分が思ったこと、考えたこと）が書かれていること。

　・誤字・脱字については、今後の指導に生かすこととし、評価対象としない。　
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